
工
藤
電
機
社
長
　
　
　
　
（
宮
城
産
業
人
ク
ラ
ブ
）
　
　
引
ひ
き
地
ち
　
智
ち
恵
え
氏

世
界
最
高
水
準
の
安
定
度
Ｓ
Ｐ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
―
８
に
納
入
大
規
模
電
源
装
置

トップインタビュー
　
工
藤
電
機
が
２
０
１
２
年
８

月
に
設
立

周
年
を
迎
え
た
。

素
粒
子
や
原
子
核
、
放
射
光
、

核
融
合
な
ど
の
加
速
器
科
学
、

放
射
線
医
療
や
磁
気
共
鳴
断
層

撮
影
装
置

Ｍ
Ｒ
Ｉ

、
半
導

体
製
造
装
置
な
ど
に
使
う
高
安

定
電
源
装
置
の
パ
イ
オ
ニ
ア
。

独
自
の
ア
ナ
ロ
グ
技
術
は
東
北

大
学
を
は
じ
め
、
多
く
の
公
的

研
究
機
関
、
大
手
電
機
・
半
導

体
装
置
メ
ー
カ
ー
な
ど
か
ら
高

い
評
価
を
受
け
て
い
る
。
次
の

１
０
０
周
年
に
向
け
、
研
究
開

発
型
企
業
と
し
て
の
将
来
像
を

引
地
智
恵
社
長
に
聞
い
た
。

仙
台
・
千
田
恒
弥

◇

　
―
理
化
学
研
究
所
播
磨
研
究

所

兵
庫
県
佐
用
町

の

Ｓ
Ｐ

ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
―
８

に
大
規
模
電

源
装
置
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
半
世
紀
の
間
、
磨
き
続
け

た
技
術
が
評
価
さ
れ
た
結
果
だ

と
思
う
。
当
社
の
強
み
は
ア
ナ

ロ
グ
回
路
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

制
御
の
技
術
だ
。
設
計
開
発
・

製
造
が
難
し
く
、
世
界
最
高
水

準
で
安
定
的
に
制
御
で
き
る
技

術
は
一
朝
一
夕
に
は
で
き
な

い
。
世
界
最
先
端
の
実
験
施
設

で
当
社
の
製
品
が
使
わ
れ
て
い

る
こ
と
を
誇
り
に
思
う
。
さ
ら

に
高
い
制
御
レ
ベ
ル
の
電
源
装

置
開
発
の
打
診
も
あ
り
、
今
後

と
も
顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
的
確
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
技
術
力
を
高

め
た
い
」

　
―
研
究
機
関
向
け
に
受
注
生

産
を
手
が
け
る
一
方
、
産
業
向

け
電
源
装
置
の
受
注
増
に
も
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
「
産
業
用
と
し
て
は
半
導
体

製
造
装
置
や
医
療
機
器
が
有
望

で
、
す
で
に
実
績
も
あ
る
。
た

だ
課
題
は
コ
ス
ト
低
減
。
こ
れ

を
実
現
す
る
た
め
に
受
注
か
ら

出
荷
ま
で
の
工
程
を
一
か
ら
見

直
そ
う
と
し
て
い
る
。
当
社
の

強
み
で
あ
る
顧
客
に
密
着
し
た

製
品
開
発
を
維
持
し
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
コ
ス
ト
を
意
識
し
た

生
産
体
制
の
再
構
築
が
急
務
と

な
っ
て
い
る
。
新
し
い
体
制
を

構
築
で
き
れ
ば
、
さ
ら
に
多
く

の
メ
ー
カ
ー
で
高
品
質
な
電
源

装
置
を
採
用
し
て
も
ら
え
る
は

ず
だ
」

　
―
設
立
か
ら
半
世
紀
、
高
精

度
大
規
模
電
源
装
置
の
先
駆
者

と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
て
い

ま
す
。

　
「
今
は
こ
れ
ま
で
蓄
積
し
た

技
術
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
見
直
す
時

期
だ
と
思
っ
て
い
る
。
そ
の
上

で
、
小
さ
く
て
も
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
の
よ
う
に
キ
ラ
リ
と
光
る
研

究
開
発
型
企
業
を
目
指
し
た

い
。
現
在
、
最
先
端
電
子
顕
微

鏡
の
電
源
装
置
を
開
発
中
だ
。

非
常
に
難
し
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

だ
が
、
社
員
は
い
き
い
き
と
取

り
組
ん
で
い
る
」

　
「
当
社
の
製
品
は
世
界
最
先

端
の
研
究
機
関
で
活
躍
し
て
お

り
、
こ
れ
は
社
員
一
人
ひ
と
り

の
努
力
の
た
ま
も
の
だ
。
こ
の

こ
と
を
誇
り
に
日
々
の
仕
事
と

向
き
合
っ
て
ほ
し
い
。
単
に
売

上
高
、
規
模
を
求
め
る
の
で
は

な
く
、
常
に
製
品
、
技
術
を
通

じ
て
社
会
か
ら
必
要
と
さ
れ
続

け
る
企
業
に
成
長
し
て
い
き
た

い
」

脱下請け祖父の意志継ぐ京西テクノス・臼井努社長　�

臼
井
現
社
長
の
祖
父
で
京
西
テ
ク
ノ
ス
の

前
身
、
京
西
電
機
の
創
業
者
、
橋
立
勇
氏

　
京
西
テ
ク
ノ
ス
は
電
子
機
器
、
医
療

機
器
、
情
報
通
信
機
器
の
修
理
サ
ー
ビ

ス
を
手
が
け
る
。
前
身
の
京
西
電
機
は

私
の
祖
父
、
橋
立
勇
が
１
９

４
６
年
に

歳
で
横
河
電
機

の
技
術
者
か
ら
独
立
し
て
創

業
し
た
モ
ノ
づ
く
り
企
業

だ
。
東
京
の
西
に
位
置
す
る

八
王
子
で
起
業
し
た
た
め
、

「
京
西
」
の
名
が
付
い
た
。

　
当
時
は
戦
後
の
混
乱
期
。

仕
事
は
な
く
苦
境
に
立
た
さ

れ
た
。
あ
る
日
、
新
聞
に

「
日
本
電
気
　
協
力
工
場
求

む
」
の
文
字
を
見
つ
け
る

や
、
新
聞
を
握
り
し
め
同
社

本
社
に
駆
け
つ
け
た
。
そ
こ

に
は
数
百
社
が
集
結
し
、
課

題
で
あ
る
「
電
話
交
換
機
の

試
作
」
を
競
っ
た
。
祖
父
は

最
終
選
考
に
残
り
指
定
通
り

製
品
を
作
る
一
方
、
図
面
の

不
備
を
指
摘
す
る
。
「
メ
ー

カ
ー
に
言
わ
れ
た
通
り
で
な

く
、
独
自
技
術
を
も
ち
、
時

に
は
物
申
す
対
等
の
関
係
で
な
け
れ
ば

い
け
な
い
」
と
の
信
念
が
そ
う
行
動
さ

せ
た
。

　
こ
の
改
善
提
案
は
同
社
か
ら
認
め
ら

れ
仕
事
を
獲
得
、
そ
の
後
も
古
巣
の
横

河
電
機
を
は
じ
め
各
社
と
取
引
を
拡
大

し
た
。

　
私
は
高
校
時
代
か
ら
祖
父
と
同
居
し

て
影
響
を
受
け
、
将
来
の
事
業
承
継
を

意
識
す
る
。
横
河
電
機
で
６
年
修
行
し

て
１
９
９
８
年
、

歳
の
時
に
京
西
電

機
に
入
社
。
電
子
機
器
の
基
板
組
み
立

て
、
配
線
・
調
整
、
検
査
を
行
う
製
造

部
門
を
担
当
し
た
。

　
だ
が
、
そ
こ
に
は
祖
父
が

目
指
し
た
対
等
の
関
係
は
な

く
、
納
期
、
価
格
で
無
理
難

題
を
押
し
つ
け
ら
れ
る
下
請

け
の
姿
が
あ
っ
た
。

　
「
こ
の
ま
ま
で
は
長
続
き

し
な
い
。思
い
描
い
た
会
社

像
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
悩
み
、

一
時
は
古
巣
に
戻
り
た
い
衝

動
に
駆
ら
れ
た
が
、
「
退
路

を
断
っ
て
入
社
し
た
。
自
ら

こ
の
状
況
を
打
破
し
よ
う
」

と
気
持
ち
を
切
り
替
え
た
。

だ
が
、
新
事
業
の
ア
イ
デ
ア

は
思
い
浮
か
ば
な
い
。

　
や
が
て
、
あ
る
こ
と
に
気

が
付
い
た
。
基
板
に
電
子
部

品
を
実
装
す
る
装
置
は
長
時

間
使
う
と
故
障
す
る
。
顧
客

の
納
期
を
守
る
た
め
に
は
迅

速
な
復
旧
が
欠
か
せ
ず
、
夜

中
で
も
修
理
を
頼
む
。
費
用

は
夜
中
に
来
る
だ
け
で

万
円
、
作
業

一
時
間
当
た
り

万
円
が
追
加
さ
れ
数

十
万
円
に
な
る
。
一
方
、
我
々
は
一
つ

の
部
品
を
基
板
に
実
装

し
て
も
１
円
に
満
た
な

い
。

　
こ
の
差
は
何
か
。
私

な
り
の
答
え
は
「
モ
ノ

づ
く
り
は
ス
ピ
ー
ド
よ

り
価
格
が
重
視
さ
れ
、

逆
に
サ
ー
ビ
ス
は
価
格

よ
り
ス
ピ
ー
ド
が
重
視

さ
れ
る
」
と
い
う
現
実

だ
。
そ
こ
で
「
サ
ー
ビ

ス
ビ
ジ
ネ
ス
を
立
ち
上

げ
よ
う
」
と
思
い
立
っ

た
。

全
３
回

　

東
京
都
多
摩
市
愛

宕
４
の

の
２

年代から受注開発・製造してい
るノイズ対策トランス「ノイズス
トッパートランス」

ノ
イ
ズ
制
御
で
不
良
低
減
茨
城
鶴
田
電
機

　半導体製造工程や医療分野の測定で
は、わずかな電源ノイズの発生で不良
品の発生や測定精度を落とす原因につ
ながりかねない。そこで、鶴田電機
（茨城県古河市、鶴田潤社長、

）は、ノイズ対策トランス「ノ
イズストッパートランス」を 年代
から受注開発・製造。ノイズを制御
し、不良発生率の低減や測定精度の維
持に貢献している。
　同トランスは通常のトランスに比
べ、二つのコイルを少し離すことで高
周波的な結合を小さくするだけでな
く、コイルを銅板で包み込むシールド
効果によって、ノイズを伝わりにくく
している。これにより、電源ノイズが
電子回路に侵入することによるＣＰＵ
などの誤作動を抑制できる一方で、装
置側のノイズも上流工程への伝達を減
少させる安全弁としての機能も持たせ
た。
　半導体製造分野でナノメートルレベ

ル（ナノは 億分の１）を求められる
現代では、この高周波絶縁変圧器の必
要性が高まっており、半導体製造装置
メーカーを中心に着実に納入実績を積
み重ねている。
　ノイズ対策トランスは海外向けに安
全規格「ＣＥ」や「ＵＬ」に基づき設
計されるものもある。高圧用の変圧器
などを手がけていた技術者が創業した
会社として、今後もトランスに関する
さまざまな要求に応えていく。

曲
げ
金
型
ノ
ウ
ハ
ウ
蓄
積
埼
玉
大
洋
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

造
船
関
連
の
顧
客
と
は
付
き

合
い
が
長
い

と
高
橋
社
長

　大洋エンジニアリング（埼玉県川
口市、高橋由貴夫社長、
）は、パイプなど向けの曲げ加工
装置（ベンダー）を手がける。強み
は、加工精度を左右する曲げ金型に
関して独自ノウハウを蓄積している
こと。自動車、船舶、家具などさま
ざまな方面の顧客から高い評価を得
ている。
　 年は四国事務所（愛媛県今治
市）で造船関連の受注が好調。「以
前納入した当社の製品が老朽化した
ことに伴い、注文をもらっている。
造船関連の顧客とは付き合いが長
い。良好な関係を築けていると思
う」と高橋社長は話す。
　また、近年は顧客の海外拠点に納
入することも少なくない。「特に、
ベトナムとインドの工場へ納めるケ
ースが増えている」（高橋社長）と
いう。
　同社が約 年前に発売したデジタ

ル電動式パイプベンダー「ＰＢ―Ｍ
Ｄ」は累計 台近くの納入実績

がある。数値制御盤を搭載し、従来
は手動だった曲げ角度の設定をデジ
タル化したのが特徴。操作者の相違
などによる精度のバラつきを防ぐこ
とができる。一般企業だけでなく、
工業高校など教育機関の実習でも利
用されている。
　現在、同社では顧客からの引き合
いが増加中。「 年１月以降、受注
が増える可能性がある」と高橋社長
は期待している。

１０－１１月の予定
　月

　

　◇６日（土）茨城産業人クラブ
「第９回ゴルフ大会」（茨城県大洗
町、大洗ゴルフ倶楽部）
　◇ 日（水）埼玉産業人クラブ
「分科会」講師：韓国ベンチャー財
団副所長・韓信氏（さいたま市浦和
区、日刊工業新聞さいたま総局会議
室）
　◇ 日（水）大阪・滋賀産業人ク
ラブ「大阪・滋賀産業人クラブ共催
ゴルフ大会」（滋賀県栗東市、琵琶
湖カントリー倶楽部）
　◇ 日（木）九州・山口産業人ク
ラブ「ゴルフコンペ」（芥屋ゴルフ
倶楽部）
　◇ 日（月）埼玉産業人クラブ・
ＮＩＴＥＣ埼玉産学交流会「役員
会」（さいたま市浦和区、彩懐石う
らわ高砂）
　◇ 日（火）大阪産業人クラブ
「中国・台湾における販売促進ツー
ル制作のポイント」講師：中外執行
役員国際事業担当・溝口裕康氏（大
阪市中央区、日刊工業新聞社大阪支
社 階）
　◇ 日（月）埼玉産業人クラブ
「第 回埼玉県産業振興懇談会」第
１部・埼玉県幹部を囲む意見交換
会、第２部・地元優良企業社長によ
るプレゼンテーション、第３部・特
別講演会、第４部・懇親会（さいた
ま市浦和区、浦和ロイヤルパインズ
ホテル）
　◇ 日（火）東京産学交流会（サ
ザンクロス） 月定例会「景気の下
期見通し」講師：日本総合研究所主
任研究員・枩村（まつむら）秀樹氏
（東京都大田区、三井ガーデンホテ
ル蒲田）
　◇ 日（木）茨城産業人クラブ
「産業技術研究所見学会・交流会」
（茨城県つくば市）
　◇ 日（木）― 日（金）多摩産
業人クラブ「北九州モノづくり視
察 トヨタ九州 安川電機など
　◇ 日（木）― 日（金）中国四
国産業人クラブ「産総研オープンラ
ボ」（茨城県つくば市・産総研つく
ばセンター）
　◇ 日（土）― 日（日）掛川産
業人クラブ「ものづくりフェスタｉ
ｎ袋井」出展
　◇ 日（日）― 月１日（木）日

本産業人クラブ連合会「マレーシア
産業視察ツアー」（クアラルンプー
ル、マラッカ、ジョホールバル）
　◇ 日（月）― 日（水）埼玉産
業人クラブ「韓国視察ツアー」（東
海、原州、釜山）
　

　月
　

　◇２日（金）東北地区４産業人ク
ラブ「合同ゴルフ」（宮城県川崎
町、東蔵王ゴルフ倶楽部）
　◇６日（火）埼玉産業人クラブ・
ＴＤＵ産学交流会「秋季ゴルフ大
会」（埼玉県寄居町、森林公園ゴル
フ倶楽部）
　◇７日（水）埼玉産業人クラブ・
ＮＩＴＥＣ埼玉産学交流会「第 回
　定時総会」（埼玉県春日部市、料
理工房つくし）
　◇８日（木）―９日（金）いわ
き、福島、宮城、山形、中国四国な
どの各産業人クラブ「いわきモノづ
くりツアー」（福島県いわき市、日
産自動車いわき工場、東北ネヂ製造
の見学）
　◇ 日（水）茨城産業人クラブ　
経済討論会「工場長サミット―変わ
る茨城のモノづくり」（水戸市、水
戸京成ホテル）
　◇ 日（水）埼玉産業人クラブ
「分科会」講師：ＳｏｆｔＰｏｗｅ
ｒ合同会社代表・劉建宏氏（さいた
ま市浦和区、日刊工業新聞社さいた
ま総局会議室）
　◇ 日（水）― 日（木）大阪産
業人クラブ　工場見学「唐津鐵工所
他佐賀県産業視察」開催
　◇ 日（金）― 日（土）四国産
業人クラブ「工場見学会・ゴルフコ
ンペ」（徳島県内の阿波スピンド
ル、西精工、Ｊクラシックゴルフク
ラブ）
　◇ 日（月）日本産業人クラブ連
合会・日刊工業新聞社共催「産学官
シンポジウム」（東京都千代田区、
ホテルグランドパレス）
　◇ 日（水）― 月１日（土）埼
玉産業人クラブ・埼玉ビジネス研究
会「マカオ・珠海視察」
　◇ 日（火）名古屋・岐阜産業人
クラブ「ＮＴＮ磐田製作所」見学と
「いわた産業振興フェア」視察（静
岡県磐田市）
　◇ 日（金）大分産業人クラブ　
講演と意見交換会「無添加を科学す
るシャボン玉石けんの経営戦略」講
師：シャボン玉石けん専務・高橋道
夫氏（大分市、大分アリストンホテ
ル）

（ ） 　　 ２０１２年 平成２４年 １０月５日 金曜日 　　

１
泊
ゴ
ル
フ
大
会

松
倉
氏
が
優
勝

Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
埼
玉
産
学

交
流
会
が
懇
親
深
め
る

　
埼
玉
産
業
人
ク
ラ
ブ
・
Ｎ

Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
埼
玉
産
学
交
流
会

長
谷
川
勉
会
長

長
谷
川

鉄
工
所
社
長

は
９
月

、

の
両
日
、
第

回
ゴ
ル
フ

大
会
と
１
泊
懇
親
会
を
栃
木

県
の
那
須
高
原
で
開
い
た
。

　
初
日
は
ホ
ウ
ラ

イ
カ
ン
ト
リ
ー
倶

楽
部

那
須
塩
原

市

で
の
ゴ
ル
フ

大
会
。
池
な
ど
で

ス
コ
ア
を
崩
す
会

員
も
い
た
中
、
日

本
工
業
大
学
の
松

倉
宏
一
氏
が
ネ
ッ

ト

・
０
で
優
勝

し
た
。
２
位
に
丸

一
ゴ
ム
製
作
所

埼
玉
県
吉
川

市

の
杉
本
賢
次
社
長
、
３

位
に
大
同
工
業

千
葉
県
野

田
市

の
島
田
庸
夫
社
長
が

入
賞
し
た
。

　
プ
レ
ー
後
、
参
加
者
は
松

川
屋
那
須
高
原
ホ
テ
ル

那

須
町

の
温
泉
に
ゆ
っ
く
り

と
つ
か
り
、
続
く
懇
親
会
へ

臨
ん
だ
。
会
合
は
く
つ
ろ
い

だ
雰
囲
気
で
盛
り
上
が
り

写
真

、
産
学
の
交
流
を

一
層
深
め
る
場
と
な
っ
た
。

技
術
経
営
と

産
学
連
携
セ
ミ

千
葉
産
業
人
ク
ラ
ブ

　
千
葉
産
業
人
ク
ラ
ブ

白

鳥
豊
会
長

白
鳥
製
薬
社

長

は
９
月

日
、
千
葉
市

中
央
区
の
ホ
テ
ル
ポ
ー
ト
プ

ラ
ザ
ち
ば
で
、
セ
ミ
ナ
ー

「
技
術
経
営
と
産
学
連
携
に

つ
い
て
」
を
開
い
た

写

真

。
ひ
ま
わ
り
ベ
ン
チ
ャ

ー
育
成
基
金
と
の
共
催
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
ま
ず
、
坂

戸
工
作
所

千
葉
市
花
見
川

区

の
坂
戸
誠
一
社
長
が
、

自
社
の
モ
ノ
づ

く
り
の
姿
勢
に

つ
い
て
講
演
。

「
見
た
こ
と
も

会
っ
た
こ
と
も

な
い
人
に
売
る

の
が
商
品
。
思

い
や
り
を
行
動

に
出
し
な
が
ら

作
る
こ
と
」
と

い
う
極
意
に
、

千
葉
県
内
の
中

小
企
業
経
営
者

ら

人
の
参
加

者
は
う
な
ず
い

て
い
た
。
続
い
て
、
セ
シ
ウ

ム
除
去
用
繊
維
を
ベ
ン
チ
ャ

ー
企
業
と
共
同
開
発
し
た
千

葉
大
学
工
学
部
の
斎
藤
恭
一

教
授
が
開
発
の
経
緯
を
紹
介

し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
後
は
交
流
会
を

開
催
し
、
参
加
者
同
士
が
親

睦
を
深
め
た
。

有
田
氏
が
優
勝

群
馬
・
栃
木
産
業
人

ク
ラ
ブ
合
同
ゴ
ル
フ
大
会

　
群
馬
産
業
人
ク
ラ
ブ

有

田
喜
一
会
長

群
栄
化
学

工
業
社
長

と
栃
木
産
業

人
ク
ラ
ブ

高
橋
和
夫

会
長

大
高

商
事
社
長

は
９
月

日
、
栃
木
県

足
利
市
の
つ
つ
じ
ケ
丘
カ
ン

ト
リ
ー
倶
楽
部
で
秋
季
合
同

ゴ
ル
フ
大
会
を
開
い
た
。
秋

晴
れ
の
下
、
栃
木
の
高
橋
会

長
が
「
絶
好
の
ゴ
ル
フ
日

和
。
両
ク
ラ
ブ
の
親
交
を
深

め
よ
う
」
と
開
会
を
宣
言
し

た
。

　

ホ
ー
ル
ズ
ス
ト
ロ
ー
ク

プ
レ
ー
ハ
ン
デ
ィ
戦
で
競
技

し
た
結
果
、
群
馬
産
業
人
ク

ラ
ブ
の
有
田
会
長
が
グ
ロ
ス

、
ネ
ッ
ト

・
６
で
優
勝

し
た

写
真
右

。

　
準
優
勝
は
北
関
東
綜
合
警

備
保
障

宇
都
宮
市

の
菅

野
正
美
取
締
役
、
３
位
は
ニ

ッ
コ
ー
ク
リ
エ
ー
ト

栃
木

市

の
高
岩
文
男
専
務
。
ま

た
、
高
岩
専
務
は
ス
コ
ア

で
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
賞
も
手
に

し
た
。

　
有
田
会
長
は
「
産
業
人
ク

ラ
ブ
は
大
き
な
勢
力
。
栃

木
、
群
馬
両
産
業
人
ク
ラ
ブ

の
会
員
が
協
力
し
て
、
今
回

の
ゴ
ル
フ
の
よ
う
に
ハ
ッ
ス

ル
し
て
い
こ
う
」
と
ク
ラ
ブ

間
交
流
の
継
続
を
呼
び
か
け

た
。

安
全
衛
生
推
進
大
会

３
８
０
人
が
参
加

宮
城
・
阿
部
和
工
務
店

　
宮
城
産
業
人
ク
ラ
ブ
会
員

の
阿
部
和
工
務
店

仙
台
市

青
葉
区
、
舩
山
克
也
社
長
、

０
２
２
・
２
６
４
・
０
４
１

１

は
９
月

日
、
現
場
作

業
者
の
安
全
意
識
を
高
め
る

た
め
の
「
阿

部
和
グ
ル
ー

プ
安
全
衛
生

推
進
大
会
」

を
仙
台
市
青

葉
区
の
仙
台

国
際
セ
ン
タ

ー
で
開
い
た

写
真

。

　
今
年
で

回
目
で
、
舩

山
社
長
は

「
東
日
本
大

震
災
か
ら
１

年
半
、
関
連

工
事
も
増
え
て
い
る
が
、
人

命
尊
重
が
何
よ
り
も
大
事

だ
。
安
全
は
す
べ
て
に
お
い

て
優
先
す
る
と
い
う
気
持
ち

で
、
明
日
か
ら
の
作
業
に
力

を
尽
く
し
て
ほ
し
い
」
と
述

べ
た
。

　
大
会
に
は
阿
部
和
グ
ル
ー

プ
、
協
力
企
業
１
８
０
社
の

計
３
８
０
人
が
参
加
。
推
進

大
会
の
締
め
く
く
り
と
し

て
、
２
０
１
２
年
度
安
全
ス

ロ
ー
ガ
ン
「
ル
ー
ル
を
守
る

安
全
職
場
　
み
ん
な
で
目
指

す
　
ゼ
ロ
災
害
」
を
唱
和
し

た
。

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復

旧
・
復
興
関
連
工
事
の
増
加

で
、
建
設
作
業
者
の
労
災
事

故
も
後
を
絶
た
な
い
。

年
経
営
の
会

北
畑
会
長
が
講
演

新
潟
産
業
人
ク
ラ
ブ

　
新
潟
産
業
人
ク
ラ
ブ

谷

地
田
茂
明
会
長

ヤ
チ
ダ
社

長

は
９
月

日
、
新
潟
市

中
央
区
の
新
潟
グ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル
で
「
第

回
定
時
総
会

と
記
念
講
演
会
を
開
き
写

真
、２
０
１
１
年
度
の
活
動

と
収
支
決
算
報
告
、

年
度

の
収
支
予
算
・
事
業
計
画
案

を
原
案
通
り
了
承
。
役
員
改

選
で
は
、
新
た
に
奉
仕
社
の

野
島
直
紀
社
長
、
佐
野
庄
製

作
所
の
佐
野
庄
市
社
長
、
大

東
産
業
の
加
藤
洋
介
社
長
の

３
人
を
副
会
長
に
選
ん
だ
。

　
冒
頭
、
谷
地
田
会
長
は

「
各
社
の
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ

を
生
か
し
て
行
政
や
大
学
と

連
携
し
て
新
潟
県
の
産
業
に

貢
献
で
き
る
活
動
を
し
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
１
０
０
年
経
営
の
会
会
長

の
北
畑
隆
生
氏
が
「
１
０
０

年
持
続
す
る
経
営
」
を
テ
ー

マ
に
記
念
講
演
。
多
く
の
経

営
危
機
を
乗
り
越
え
て
き
た

長
寿
企
業
の
伝
統
と
革
新
の

経
営
秘
訣
を
語
っ
た
。

ひ
け
つ

　
懇
親
パ
ー
テ

ィ
ー
に
は
新
潟

県
の
泉
田
裕
彦

知
事
、
新
潟
工

科
大
学
の
原
利

昭
理
事
・
副
学

長
ら
が
出
席
。

に
ぎ
や
か
に
会

話
が
弾
ん
だ
と

こ
ろ
で
、
日
本

政
策
金
融
公
庫

新
潟
支
店
の
石

川
佳
孝
事
業
統

括
の
中
締
め
で

散
会
し
た
。

「
日
本
の
生
き
る
道
」

テ
ー
マ
に
岡
村
氏
講
演

埼
玉
産
業
人
ク
ラ
ブ
・

Ｔ
Ｄ
Ｕ
産
学
交
流
会

　
埼
玉
産
業
人
ク
ラ
ブ
・
Ｔ

Ｄ
Ｕ
産
学
交
流
会

佐
藤
達

雄
会
長

ア
ー
ベ
ル
ソ
フ
ト

会
長

は
９
月

日
、
埼
玉

県
川
越
市
の
川
越
東
武
ホ
テ

ル
で
第

回
通
常
総
会
を
開

催
し
た

写
真

。
会
員
、

東
京
電
機
大
学

Ｔ
Ｄ
Ｕ

側
か
ら

人
が
参
加
し
、
総

会
、
講
演
会
、
懇
親
会
が
行

わ
れ
た
。

　
総
会
の
冒
頭
、
佐
藤
会
長

は
、
中
小
企
業
経
営
者
が
直

面
し
て
い
る
円
高
や
内
需
不

足
な
ど
の
現
状
に
言
及
。
政

府
に
対
し
「
Ｉ
Ｔ
関
連
の
教

育
投
資
の
拡
大
で
、
国
内
産

業
を
活
性
化
さ
せ
る
べ
き
」

と
景
気
浮
揚
策
の
重
要
性
を

強
調
し
た
。

　
議
案
審
議

で
は
第

期

活
動
報
告
・

決
算
報
告
と

第

期
活
動

計
画
・
収
支

予
算
案
を
原

案
通
り
承

認
。
役
員
改

選
で
は
中
山

洋
Ｔ
Ｄ
Ｕ
准

教
授
の
理
事

退
任
を
受

け
、
新
た
に

藤
本
衡
Ｔ
Ｄ
Ｕ
准
教
授
を
選

任
し
た
。

　
記
念
講
演
で
は
経
済
産
業

調
査
会
理
事
長
特
別
補
佐
の

岡
村
信
克
氏
が
「
我
が
国
産

業
が
生
き
る
道
」
を
テ
ー
マ

に
講
演
。
日
本
が
直
面
し
て

い
る
国
際
競
争
力
低
下
の
現

状
に
つ
い
て
資
料
を
基
に
詳

し
く
分
析
。
そ
の
上
で
「
こ

れ
か
ら
の
日
本
経
済
は
、
従

来
の
自
動
車
・
エ
レ
ク
ト
ロ

ニ
ク
ス
中
心
の
一
本
足
構
造

か
ら
、
イ
ン
フ
ラ
輸
出
や
環

境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
課
題
解

決
産
業
、
文
化
、
医
療
、
ロ

ボ
ッ
ト
な
ど
を
軸
に
し
た
八

ケ
岳
構
造
に
変
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
な
ど
と

解
説
し
た
。

　
懇
親
会
で
は
古
田
勝
久
Ｔ

Ｄ
Ｕ
学
長
が
新
設
の
東
京
千

住
キ
ャ
ン
パ
ス
で
予
定
さ
れ

て
い
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
紹

介
。
終
始
、
和
や
か
な
雰
囲

気
の
中
で
産
学
の
交
流
が
活

発
に
行
わ
れ
た
。

江
戸
っ
子
１
号

講
演
会
を
開
催

東
京
産
業
人
ク
ラ
ブ

・
東
京
産
学
交
流
会

　
東
京
産
業
人
ク
ラ
ブ
・
東

京
産
学
交
流
会

渡
辺
佳
英

会
長

大
崎
電
気
工
業
会

長

は
９
月

日
、
東
京
・

南
蒲
田
の
大
田
区
産
業
プ
ラ

ザ
Ｐ
ｉ
Ｏ
で
９
月
定
例
会

「
町
工
場
が
挑
む
深
海
探
査

機
江
戸
っ
子
１
号
」
を
開

い
た
。
杉
野
ゴ
ム
化
学
工
業

所
東
京
都
葛
飾
区
の
杉
野

行
雄
社
長
が
水
深
８
０
０
０

の
深
海
探
査
機
を
開
発
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

講
演
写
真
。

東
京
下
町
の
中

小
企
業
の
技
術

を
結
集
し
、
実

現
に
大
き
く
近

づ
い
て
い
る
状

況
を
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
語
っ

た
。
大
田
区
の

中
小
企
業
経
営

者
な
ど
十
数
人

が
集
ま
り
、
聞

き
入
っ
た
。

　
江
戸
っ
子
１

号
は
直
径

程
度
の
ガ
ラ
ス
球
内
に
３

次
元
カ
メ
ラ
や
セ
ン
サ
ー
な

ど
を
内
蔵
し
て
い
る
。
現
在

あ
る
深
海
探
査
機
は
非
常
に

高
価
で
１
５
０
億
円
程
度
か

か
る
の
に
対
し
、
江
戸
っ
子

１
号
は
１
機
に
つ
き
５
０
０

万
円
以
下
と
安
価
な
点
が
最

大
の
特
徴
だ
。
ガ
ラ
ス
球
を

大
量
に
深
海
に
沈
め
る
こ
と

で
、
海
底
を
網
羅
的
に
調
べ

る
手
法
も
可
能
と
な
る
。

　
参
加
者
は
、
新
し
い
深
海

探
査
技
術
を
世
界
に
ア
ピ
ー

ル
し
よ
う
と
す
る
杉
野
社
長

の
熱
弁
に
耳
を
傾
け
て
い

た
。
講
演
後
に
は
「
海
底
で

自
律
運
転
は
可
能
な
の
か
」

な
ど
具
体
的
な
質
問
が
寄
せ

ら
れ
た
。


